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連結子会社 株式会社名鉄百貨店と株式会社伊勢丹との業務提携について 

 

 名古屋鉄道㈱は、連結子会社の㈱名鉄百貨店と㈱伊勢丹が業務提携（別紙）

することについて合意し、本日、当該三者間で確認書を締結しましたので、お

知らせします。 

これは、㈱名鉄百貨店がお客様の要望に応える品揃えを実現するなど、より

一層の顧客満足の向上をめざし、長年の信頼関係を構築してきた㈱伊勢丹と共

同して戦略的に取り組むこととしたものです。 

また、この業務提携は、現在当社が進める「名鉄グループ新中期経営計画」

において、名駅地区の商業施設再編計画を推進するなか、名古屋駅前地区の活

性化に寄与するためのものです。 

 

＊業務提携に関する詳細は別紙をご参照下さい。 

＊業務提携に関する問い合せ先は、 

㈱名鉄百貨店販売促進部広報担当 

広瀬 修（TEL：052-585-2871） 

 

以上 
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株式会社伊勢丹との業務提携について 

 

本日（平成17 年 2 月 25 日）、当社と株式会社伊勢丹及び名古屋鉄道株式会社とは、広範囲な業務

提携を行うことで合意し、確認書を締結致しましたのでご報告いたします。 

 

１．業務提携の背景及び目的 

当社と株式会社伊勢丹は両社が加盟するＡＤＯ等の長年の活動を通じて信頼関係を構築してまい

りましたが、この度、当社は株式会社伊勢丹に対し情報システム等営業基盤のトータルパッケージ

での導入、及び人材の派遣等の協力要請を行い協議した結果、業務提携を行うこととし、当社の親

会社である名古屋鉄道を交えた 3 社で確認書を締結することに致しました。 

今回目指す業務提携は、名古屋駅前地区を活性化させるとともに、百貨店の最大の課題であ

るお客さまの要望に応える品揃えを実現し、顧客満足の向上を図るための課題認識や解決策の

ビジョンを共有した結果として実現した、戦略的な取組みとなります。 

 

２．業務提携の内容と狙い 

（１）当社は伊勢丹から ①情報システム等営業基盤の導入 ②人材の派遣等を受け、営業面にお

ける総合的な協力関係を構築し、顧客情報収集から計画、仕入、販売に至る一連の業務の流れ

を合わせていく予定です。 

（２）これにより、当社のＭＤ力の向上、システムコストの合理化等が実現するとともに、取引先 

と協調し、相互の顧客満足向上に繋がる品揃えを実現し、収益力向上を目指してまいります。 

 

３．人材の派遣について 

伊勢丹からの派遣者(３氏)と当社での就任予定は以下のとおりです。 

恩田 宏三 氏（現 ㈱伊勢丹営業本部付）  

3/1 顧問、 4 月 営業本部長（就任予定）、 5 月 専務取締役営業本部長（就任予定） 

森広 孝則 氏（現 ㈱伊勢丹営業本部付） 

3/1 ＭＤ統括ゼネラルマネージャー 

5 月 取締役常務執行役員ＭＤ統括ゼネラルマネージャー（就任予定） 

山口 明男 氏（現 ㈱井筒屋出向） 

3/1 ＭＤ統括部ＭＤ計画担当ゼネラルマネージャー 

尚、恩田氏は、㈱伊勢丹 執行役員を 2 月 28 日付で退任予定です。 

以上 

 



＜参考資料＞ 

 

株式会社伊勢丹について 

Ⅰ．伊勢丹の概要（平成 16 年 3 月 31 日現在） 

１．商号 株式会社伊勢丹 

２．事業内容 百貨店業 

３．設立年月日 昭和５年９月 

４．本店所在地 東京都新宿区新宿三丁目１４番１号 

５．代表者 代表取締役社長執行役員 

武藤 信一 

６．資本金 34,985 百万円 

７．発行済み株式総数 222,212 千株 

８．大株主及び持株比率 日本マスタートラスト信託銀行㈱信託口      9.59% 

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱信託口  6.55% 

同上(㈱住友信託銀行再信託分㈱ｵﾝﾜｰﾄﾞ樫山退職給付信託口)   

4.67% 

明治安田生命保険相互会社         3.08% 

日本興亜損害保険㈱            2.45% 

㈱東京三菱銀行              2.29% 

９．決算期 3 月末日 

10．従業員数 4,267 名（04 年 3 月現在） 

11．百貨店店舗 本店、立川店、吉祥寺店、松戸店、 

浦和店、相模原店、府中店 

12．最近事業年度における経営成績の推移（単体） 

 2003 年 3 月期 2004 年 3 月期 

売上高 434,524 百万円 438,431 百万円 

営業利益 10,041 百万円 10,112 百万円 

経常利益 12,286 百万円 11,236 百万円 

当期純利益 3,962 百万円 △10,325 百万円 

総資産 301,436 百万円 318,526 百万円 

純資産 134,288 百万円 126,494 百万円 

  

Ⅱ．当社との関係等 

当社が総合幹事店を努める「ＡＤＯ」の代表幹事店。 

※ＡＤＯ：全日本デパートメントストアーズ開発機構の略で、共同仕入等の活動を中心に 

現在全国の有力百貨店 32 社 71 店舗が加盟。2003 年度の加盟店売上高は 2 兆 900 億円。 

 

 

 


